
平
成
十
九
年
八
月
八
日
提
出

質

問

第

八

号

米
軍
装
甲
車
・
車
輌
の
県
立
高
校
へ
の
不
法
侵
入
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

照

屋

寛

徳

8



米
軍
装
甲
車
・
車
輌
の
県
立
高
校
へ
の
不
法
侵
入
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
七
年
八
月
六
日
午
後
二
時
四
十
四
分
頃
、
米
海
軍
の
車
輌
が
、
沖
縄
県
立
前
原
高
等
学
校
の
正
門
か
ら
不
法
侵
入

し
、
同
校
敷
地
内
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
一
周
し
た
上
で
、
う
る
ま
市
安
慶
名
方
面
へ
出
て
行
く
と
い
う
重
大
事
件
が
発
生
し
た
。

う
る
ま
市
で
は
、
同
年
七
月
十
八
日
に
も
県
立
沖
縄
高
等
養
護
学
校
に
、
米
海
兵
隊
の
装
甲
車
が
不
法
侵
入
す
る
事
件
が
発
生

し
て
い
る
。

度
重
な
る
米
軍
装
甲
車
・
車
輌
の
県
立
高
校
へ
の
不
法
侵
入
事
件
は
、
多
く
の
生
徒
や
父
母
、
市
民
を
恐
怖
と
不
安
に
陥
れ

て
お
り
、
強
い
怒
り
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
連
の
不
法
侵
入
行
為
は
、
何
ら
か
の
意
図
を
持
つ
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
学
園
を
戦
場
視
し
、
基
地
と
し
て
扱
う
悪
質
・
不
法
極
ま
り
な
い
事
件
で
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
の
安
全
を
損
ね
、
生
命
に

も
関
わ
る
重
大
な
事
件
で
あ
り
、
日
米
地
位
協
定
に
も
明
白
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
る
。
米
軍
は
、
沖
縄
を
「
軍
事
植
民
地
」

と
で
も
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
係
る
米
軍
の
不
法
行
為
を
助
長
せ
し
め
て
い
る
の
が
、
政
府
の
弱
腰
の
態
度
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

二
〇
〇
七
年
七
月
十
八
日
に
発
生
し
た
県
立
沖
縄
高
等
養
護
学
校
へ
の
米
軍
装
甲
車
不
法
侵
入
事
件
に
お
け
る
装
甲
車
の

一



所
属
部
隊
、
運
転
手
、
侵
入
目
的
等
に
つ
い
て
米
軍
か
ら
如
何
な
る
報
告
が
な
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ
の

よ
う
な
事
態
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

外
務
省
日
米
地
位
協
定
室
は
、
県
立
高
校
へ
の
米
軍
装
甲
車
不
法
侵
入
に
つ
い
て
、
一
般
論
と
し
た
上
で
「
法
的
に
は
、

米
軍
の
車
輌
だ
か
ら
立
ち
入
っ
て
は
い
け
な
い
と
は
な
ら
な
い
」
と
の
見
解
を
発
表
し
、
そ
の
旨
、
報
道
さ
れ
て
い
る
。
政

府
は
、
前
記
県
立
沖
縄
高
等
養
護
学
校
へ
の
米
軍
装
甲
車
不
法
侵
入
が
、
日
米
地
位
協
定
上
、
認
め
ら
れ
て
い
る
と
の
見
解

を
お
持
ち
か
。
政
府
が
そ
の
よ
う
な
公
式
見
解
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
基
地
間
移
動
の
際
、
無
許
可
で
学
校
（
民
間
施
設
）

を
米
軍
が
使
用
す
る
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

二
〇
〇
七
年
八
月
六
日
に
、
県
立
前
原
高
等
学
校
に
不
法
侵
入
し
た
米
軍
車
輌
の
所
属
部
隊
、
運
転
手
、
侵
入
目
的
等
に

つ
い
て
、
米
軍
か
ら
如
何
な
る
報
告
が
な
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
す
る
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

四

学
校
施
設
で
あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
明
白
で
あ
り
、
か
つ
正
門
か
ら
侵
入
す
る
行
為
は
、
如
何
な
る
理
由
が
あ
れ
、
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
当
該
侵
入
事
件
発
生
時
に
は
、
多
く
の
生
徒
が
部
活
動
中
で
あ
っ
た
と
い
う
。
平
和
な
学

園
に
軍
隊
が
侵
入
し
、
生
徒
の
生
命
を
危
険
に
曝
す
行
為
は
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。
政
府
は
、
主
権
国
家
と
し
て
毅
然

二



た
る
姿
勢
で
、
強
く
米
軍
に
抗
議
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府
は
、
県
立
前
原
高
等
学
校
へ
の
米
軍
車
輌
の
不
法
侵
入
に
関
し

て
、
県
立
沖
縄
高
等
養
護
学
校
へ
の
装
甲
車
無
断
侵
入
事
件
と
同
様
、
日
米
地
位
協
定
上
、
何
ら
問
題
が
な
い
と
す
る
見
解

を
お
持
ち
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

政
府
は
両
事
件
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
米
軍
に
対
し
、
如
何
な
る
対
処
を
申
し
入
れ
た
の
か
。
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
今
後
の
対
処
方
針
に
つ
い
て
も
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


